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位置図

　サンルダムは、北海道北部を
流れる天塩川流域の洪水防御お
よび河川環境の保全、水道用水
の供給、発電を目的として、天
塩川の支川サンル川で建設を進
める多目的ダムである。
　ダムの大きさは、堤高約㍍、
堤頂長約㍍であり、総貯水
容量は約，万立方㍍となっ
ている。
　目的は洪水調節として、サン
ルダムの建設される地点におけ
る計画高水流量毎秒立方㍍
のうち毎秒立方㍍の洪水調
節を行い、流水の正常な機能の
維持としては、下流の河川環境
の保全や既得用水の補給等流水
の正常な機能の維持と増進を図
る。
　水道用水の供給では、　水道
用水として名寄市へ新たに日当
たり，立方㍍、下川町へ新
たに日当たり立方㍍を供給
する。
　発電では、　ほくでんエコエ

ナジーがサ
ンルダムの
建設に伴っ
て新設する
サンル発電
所 に お い
て、最大出
力，㌔
㍗の発電を

行う。
　ダムの形式は、台形ダムとＣ
ＳＧ工法の特徴を併せ持つ「台
形ＣＳＧダム」として建設を進
めている。
　「ＣＳＧ」　とは、Cemented 
Sand and Gravelの頭文字で
「セメントで固めた砂礫」とい
う意味であり、ダムの構造は、
堤体内部をＣＳＧで構築し、表
面は耐久性や遮水性を確保する
ため、コンクリートを用いて保

護することとしている。
　台形ＣＳＧダムの特徴として
は、設計、材料、施工の３つの
合理化を同時に達成する新しい
形式のダムであり、設計は台形
形状にすることにより、耐震安
定性が向上し、堤体材料の必要
強度を小さくできる。
　材料の面では、堤体材料の必

要強度が低いため、材料に対す
る要求性能が小さく、材料選定
の自由度が大きい。また、簡易
な施工設備により迅速な施工、
工期の短縮ができる。
　事業は、　年に実施計画
調査、　年に建設事業に着手
した。
　年には用地補償に着手し、
年には水没家屋戸の方々
の移転が完了、年には民有地
の用地補償が完了し、その後、

個別ダムの検証に係る検討を経
て、年に事業を継続とする対
応方針が決定された。
　工事の進捗状況は、道道およ
び町道．㌔の付替工事を年
に完了しており、既に全線で供
用を開始している。
　ダム堤体建設工事には、年
８月に着手し、ことし９月１日

に堤体コンクリートの打設に着
手した。
　合わせて、年７月に導水管
製作据付工事、ことし１月には
取水放流設備製作据付工事に着
手した。
　今後も流域の安全・安心を１
日でも早く確保するため、ダム
の早期完成を目指し流域住民の
皆さまのご理解とご協力を得な
がら、引き続き事業を推進して
行く所存である。
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